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３つの柱ごとにみた第２期実施計画の取組方針

受注獲得
取引創出

人材創出・
育成

技術開発
技術力強化

第１期実施計画の評価を踏まえ、各事業を継続。加えて以下の２点を強化
○とうほく合同展示商談会開催事業において、令和７年度は「SUBARU向け展示商談会」を開催し、新規受注獲得へ向け支援する。
○Ｔｉｅｒ１～２サプライヤーを地元企業の主要な参入ターゲットと想定し、展示商談会などのマッチング機会を確保するとともに、合同展示商談会出
展する企業への支援を強化する。

第１期実施計画の評価を踏まえ、各事業を継続。加えて以下の２点を強化
○みやぎカーインテリジェント人材育成センター研修事業において、学生が自動車関連産業への興味・関心を抱くよう講義の充実を図り、地元企業の
人材確保につなげる。

○カーボンニュートラルやEV化等のセミナー開催について、他機関と連携 し開催する。

進行中の研究案件は結果を見据えた取組みを継続。「ものづくりDX」への対応を強化
○自動車関連産業への新規参入に不可欠な地元企業の開発力・提案力強化を図るため，新たな研修教材車両（BEV）を導入し、参入ターゲットとな
る構成部品の詳細な計測・分析を行うベンチマーク支援事業を実施する。

○CAEやMBD等の最新技術の導入により、県内事業者の技術力強化を図る。

○自動車業界は１００年に１度の大変革期であり、「CASE」や「カーボンニュートラル」「ものづくりのDX」など、新たな対応すべき課題が生じている。
○取引継続や更なる受注拡大に向けて、県内企業の提案力、開発力向上を支援する取組が必要。
○県内自動車関連企業の課題を捉え、第１期実施計画で実施してきた重点取組分野の更なる強化を目指し、以下の取組方針を実施。

【第２期実施計画に係る取組方針について】

【第２期実施計画に係る目標値の方針について】
全体（製造品出荷額等及び付加価値額） 重点取組分野
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